
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でんしゃくるかな？ 

きくちちき／作  福音館書店 

 

                    

                 

    

 

 

 

石津ちひろ／ぶん 石黒亜矢子／え BL出版 
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子猫たちが、かぞえ歌を歌いながらお風呂に

入ります。「ひとつ ひょいひょい ふく ぬい

で」「ふたつ ふらふら フラダンス」最後は、

お湯に浸かって10までかぞえましょう。 

生活に身近なテーマをかぞえ歌にした、声に

出して読むと楽しい絵本。シリーズ3冊。 

             ［赤ちゃん～］ 
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ビーだまのように、キラリと光る一冊を 

 2021年 1月～12月に発行された本の中から、とくにおすすめの本を紹介します 

「くるかな？くるかな？」男の子と動物たち

が、駅のホームで電車が来るのを今か今かと待

っています。「きたきたー！」電車がホームに到

着。そして、みんなで発車を見送ります。 

電車を待つわくわくした気持ちが伝わって

きます。 

［赤ちゃん～］ 

こねこのきょうだいかぞえうた 

おふろ おやつ おやすみ 

 

  

 

 

 

               



おもち 

彦坂有紀／さく もりといずみ／さく 福音館書店 

 

 

 

 

 

 

 

もりはみている 

大竹英洋／文・写真 福音館書店 

 

 

 

 

 

 

  

おばけとかくれんぼ    

植垣歩子／さく ほるぷ出版 

 

 

 

 

 

 

 

火鉢でおもちを焼きましょう。じりじりと火

にあぶられたおもちが、ぱりぱりとほんのり茶

色になってきました。ぷうぷくと少しずつふく

らんで、いい匂いがしてきます。 

餅が焼けていく様子をリアルな絵とオノマ

トペで表現しています。 

［幼児～］ 

はなちゃんが外であそんでいると、かさお化

けのかさこちゃんに会いました。かくれんぼを

していたかさこちゃんは、友だちが見つからな

くて、ひとりぼっちで泣いています。ふたりは、

商店街を歩きながらお化けたちを探します。 

かくれたお化けたちを探してみましょう。 

            ［幼児～］  

 静まりかえった森の中。松の木に開いた小さ

な巣穴から、アカリスが顔を出してこちらを見

ています。枝の上からは子グマの兄弟が、その

下では母グマがこちらをじっと見ています。 

リス、クマ、トナカイ、フクロウなど森に生

きる動物たちの視線を捉えた写真絵本。 

 ［幼児～］  



すいかのたね   

グレッグ・ピゾーリ／作 みやさかひろみ／訳 こぐま社 

 

 

 

 

 

 

 

にげろ！どろねこちゃん 

竹下文子／文 おくはらゆめ／絵  教育画劇 

 

 

 

 

 

 

 

おはよう！げんき？ ありさんどんどんのぼったら 

村上勉／絵 講談社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワニは、すいかが大好き。朝、昼、晩のごは

んはすいか、もちろんデザートもすいかです。 

あるとき、うっかり種を飲み込んでしまいま

した。種がお腹の中で育っちゃう？つるが耳か

ら出てきちゃう？心配はつきません。 

 ワニの不安をコミカルに描きます。 

［幼児～］ 

しろねこちゃんとみけねこちゃんは、水たま

りを見つけて大喜び。夢中で遊んでいたら、ど

ろんこに。お母さんから「おふろにはいりなさ

ーい」と言われ、二匹は走って逃げます。 

いたずら好きの元気な子猫たちが、画面いっ

ぱいに駆け回ります。 

［幼児～］ 

 

 

一匹のアリが、大きなひまわりの茎を登って

いきます。途中で出会う、カエルやカタツムリ

たちと元気に挨拶を交わし、どんどん上を目指

します。先では何が待っているのでしょう？ 

昆虫などの小さな生き物がたくさん登場し

ます。ページを縦にめくる絵本。 

［幼児～］ 

 



おおきなトラとシカのはんぶんくん    

バーニス・フランケル／さく レナード・ワイスガード／え こみやゆう／やく 好学社   

 

 

 

 

 

 

 

 

夜をあるく 

マリー・ドルレアン／作 よしいかずみ／訳 BL出版  

 

 

 

  

 

 

 

海とそらがであうばしょ 

テリー・ファン＆エリック・ファン／作 増子久美／訳 化学同人 

 

 

 

 

3 兄弟の末っ子のシカは、体が小さく「はん

ぶんくん」と呼ばれていました。あるとき、3頭

は森で大きなトラに出会います。怯える兄さん

たちを横目に、はんぶんくんは知恵を働かせて

トラを追い払おうとします。体は小さくとも勇

敢でかしこいシカのおはなし。 

［幼児～］ 

 

 ある夏の夜。一家は、リュックを背負って、

出かけます。眠る町を通りぬけ、牧場を横切り、

森の中を進んでいきます。暗闇の湖に映る月、

輝く星空、聞こえる虫の声。一歩一歩踏み出し

て、岩山を登ったその先で、夜明けを待ちます。 

光と闇のコントラストが美しい絵本。 

［幼児～］ 

 

フィンは、亡くなったおじいさんを思い出し

ながら、浜辺のガラクタで船を作りました。す

ると、大きな金色の魚が現れて、いつかおじい

さんが話していた「海とそらがであうばしょ」

へと船を導いてくれます。一人で旅する男の子

の目の前に、幻想的な世界が広がります。 

［幼児～］ 

  


